
 

 

 

 

 

 

 

 

 極点図からＯＤＦ－ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ手順 
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１．概要 

 極点図の測定データから方位解析を行う場合、方位の定量を求めることがあります。 

   この定量はＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎとして解析が行われていますが、ブラックボックス的な 

   解析が行われています。しかし、正確な定量を行うのであれば、解析結果の検討が重要です。 

   以下に、極点処理の手順を説明します。 

 

２．手順 

 極点処理における測定データの検討 

 ＯＤＦ解析時のＲｐ％の検討 

 ＯＤＦ解析結果からｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌの検討 

 方位の特定 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める 

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の検討 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．極点処理における測定データの検討 

 ３．１極点処理を行う 

  

 バックグランド削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正を行う 

  

 最適化 Rp％も同時処理 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ３．２最適化Ｒｐ％の処理前後データの検討 

  

 

 

Ｒｐ％最適化前後で同一結果を示している。 

 プロファイルの後半に変化なし－＞最適のｄｅｆｃｏｃｕｓ補正が行われている。 

 ｛１１０｝のはみ出しは、予測極点図にて方位密度の低い部分で差異が認められるが 

 実際の ODF解析結果で検証する。 

 プロファイルの右下がりは、ｄｅｆｏｃｕｓ補正が適切でない事を示します。 

 バックグランド評価は測定データプイロファイルを参考にしてください。 

 バックグランが適切でない場合、ｒａｎｄｏｍ評価が出来ません。 



４．ＯＤＦ解析時のＲｐ％の検討 

 ４．１ ODF解析時のＲｐ％評価 

  

 この値が大きいと入力極点図に矛盾があります。 

 再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしＶａｌｕｅＯＤＦＶＦで評価 

  

 上限：青、下限：赤の範囲内で ODF解析結果には矛盾はありません。 

 

 



５．ＯＤＦ解析結果からｒａｎｄｏｍｌｅｖｅｌの検討 

 ５．１ODF解析結果をＥｘｐｏｒｔし、ＧＰＯＤＦＤｉｓＰｌａｙで評価 

  

  

  

 ｒａｎｄｏｍは約１０％含まれています。 

 この評価、格子点方位密度を１０００個のＢＯＸに振り分けた結果を表示しています。 

 若し、ｒａｎｄｏｍが含まれていなければ、０．０にピークが現れます。 

 

 

 



６．方位の特定 

 ６．１ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで方位解析を行う 

  

   

  

 方位密度が１．０以上に絞り込まれます。 

 ｃｕｂｅ，ｓ，とε－ｆｉｂｅｒの Taylorか{225}<5-54> 

 この方位のシフトをＬａｂｏＴｅｘで確認します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ６．２シフト確認 

  

 自動で検出されている方位ｃｕｂｅは存在している 

   

   

   

   

 ε-fiberは Taylorを選択し、ＢＯＸを広げ定量を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ６．３ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎを求める 

  

  

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙのｒａｎｄｏｍとＴｈｅ Ｒｅｓｔと一致しているので 

 未指定方位なし、ｒａｎｄｏｍは約１０％含まれる。 

 

 

 

 



 ６．３ ＭｏｄｅｌＦｕｎｃｔｉｏｎＭｅｔｈｏｄで正確に求める 

  

  

 ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果から再計算極点図を作成し、ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎの 

 Ｒｐ％を求める。 

 計算された Backgroundは、ｒａｎｄｏｍ＋未定量方位 

  ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで計算したｒａｎｄｏｍ１０％と一致している 

  ほぼ、定量が終了している 

 

 

 

 



７．ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ結果の検討 

 入力極点図から計算した ODF   VolumeFractionから計算した ODF 

 

  

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのＲｐ％ 

 

 青赤の範囲以内であり、正常に定量が行われています。 

 


